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日 立 自 動 燃 焼 制 御 装 置
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Abstra(:t

Hitachi,Ltd.has developed recently a new automatic combustion controlequip-

mentforboilerservice whichis worthy of mention because of the distinctive features

tersely summarized below.

(1)The hotwire type pressure detector with magnetic amplifiers provides high

SenSibility and has reduced the response time of controlling system to a

(2:)The belltype difference pressure meteris also featured by the minimum

response time.

(3)For the reversing of the cage rotor typeinduction motor usedasacontrolling

motor,Saturable reactoris applied.This,permitting the non-COntaCt COntrOl,

makes a most desirable feature of this automatic controIsystem.

(4)The new multi-nOtCh motorLOperated controllers are also developed for a

more precise speed control.

This new equipment,When applied to a test boiler of7.5ton/hr steam evapo-

ration and20atg.steam pressure,has shown many excellent results.Even at a

Sudden changeinload from 5.8ton/hr

Suffered only O.2kg/cm of仇1Ctuation.

〔Ⅰ〕緒 言

近時電源開発が叫ばれ､火力発電所が柏ついで建設さ

れているが､これ等の新発電所にほ例外なく A.C.C.が

設備されるのが現状である｡又既設の発電所に於ても､

経済､運転能率の向上等の観点より､各所にA.C.C.

が計画される気運にある｡､

A･C･C･は1920年唄､米国のスブルングデール発電

所の通風機原動機に極めて簡単な装置を附L.､単に通風

機の回転数の日動制御を行ったことに始まり､その後2

*

日立製作所日立工場
出

口立製作所多賀工場

to 7.9ton/hr,the steam pressure has

～3年にしてスムーツ社､ベ←レ一社等が独自の方式を

案出して､米国の 名発電所に採用せられ､その実績が

認められ､1925～1928年に目寛い､発達をとげた(1)｡又

欧洲に放ては1926年にアスカニヤ方式のものの運転を

見ている｡(2)

我匡拉こ於ては1930年し曜5年〕頃より A･C･C･に1英

心がもたれ(3)､1932年(昭7年〕には飾磨発

にスムート式､下関前田発

所(姫路)

所にシーメンス式A･C･C･

の設置を見ている(4)｡同年には 気学会東京支部の電気

学会専門講習会(1)に放てもA･C･C･が取り壊われている

ことより､当時のA.C.C.に対する関心の度合がうかが

われる.っ



日 蓮二

前述の如く我国火力発

火 力 発

所のA.C.C.ほ主として外国

製のものが多かったこ昭和10～12年頃よりこれ等の中

多数のものが部分品の補給困難等の原因により故障とな

り､完全な運 を行っているものは少い状態であった丁.

そこで部品の補給､修理にも便利であり価格も低廉な国

産のA.C.C.の出現が強く一別望されるに至った｡

日二立 作所では発電機自動 整器その他各種の自

動制御装置及び各種熟計器類の研究設計製作に多年の経

験を有Lているので､二れ等多年に亘る豊富な自動制御

の経験と研究陣を動員して､昭和12年より A･C･C･の

国産化の本格的の研究が開始され､同年に商工省に申請

L･､昭和13年1月に工業奨砂金の交附をうけ､二つの特

許(5)をもとにした調整器が同年末に組立てを終り､昭和

14年始めにほ 整器単独の試験が行われた｡

汽曜の改造､禰機関係､現場工事が難行し昭和15年6

月に至って綜合的な首動運転が行われた｡数度改良が行

われたが､二次大戦前の軍関係の仕事に追われて､徹底

的な試作研究をなすことが出 ず､短時間の自動運転に

て昭和15年11月頃一応の工場試験を終っている(6)｡昭

和17年~4月商工省技師の乗場のもとに綜合試験をなし､

同年6月に研究終了認竃証を受領し､公式の完結を見て

いる｡

工場研究の終ったものを日立電力目立発電所(現在の

東京電力日立発電所うに移し､実地運転をすることほ､
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第1図

Fig.1.

機 器 ≠緒集 別十肘第 4 号

早くより計画されていたが､日立電力が関東配

され､当事者の変ったこと等の黎

に統合

もあり､時局の急迫

にともない工場の幹部及び関係者の努力にもかかわらず

実現を見ずに 災をうけて喪失した｡

戦後日動制御系解析技術の発達､磁気増幅器等の制御

器具の発展等目覚まLいものがあり､これ等の新技術を

取り入れた新方式のものを考案し､試作が昭和26年に

再開されけ)､この程ボイラとの組合せ試験も一応終了し

たので､試作品に就いて報肯する次第である･･

〔ⅠⅠ〕A･C.C･の目的及び基本原理

A･C･C･はAutomaticCombustionControlの略称で､

ボイラの負荷に応じて､燃料供給量､室気供給量を適当

に日動制御し､即ち汽権の消費エネルギーと汽擢への注

入エネルギーとを平衡せし･める装置で､又炉内圧力も一

動こ保持するように自動制御するものである

A･C･C･の目的の-▲つほ汽植の負荷に応じて､燃料の

条件を適正に保つことである､一 従って燃料としてほ最高

の効率で燃焼されることになF)､燃料消費量ほ最少にな

る.二.文一方蒸気消費量と注入エネルギ←とを平衡せしめ

ることにより蒸気圧力を--･定に保つことが出来ること即

ち良質の蒸気を得ることもA.C･C.の大きな目的の---･つ

ということが出来る′

A･C･C･の某本的な瞑矧土次の二∴つよりなる 即ち

A.C.C.簡 略 結 線 図

Sehematic Connection r)iagram of A.C.C,

CM: 操作電動機

F.D.F∴押込通風機

IDF: 誘引通風磯
MA-,MA2:

磁気増幅器
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第2図

Fig.2.

A.C.C.詞･整 キ ユ
ー ピク ル

A･C･C.Regulating Cubicle

第3図 主 調 整 器

Fig･3.Master Regulator

第4図 燃 料 調 整 器

Fig･4･FuelRegulator

焼 制 御 装 置

(a〕負荷の変動に応じて燃料供給量を制御する.-､

(l)〕燃料供給量に応じて峯気供給量を制御する｡J

(c〕炉内圧力も一定値､一1～-4mm水柱程度に

一定に保って､燃焼状況を最艮に

負荷の変動の検出ほ一般に汽括のスチ←ムヘッダーと

主蒸気管の間の圧力降下で行われる〔即ち圧力降下が大

きくなれば負荷が増したことになり､圧力降下が小さく

なれば負荷が軽くなったことを示す(- この負荷に応ずる

変化を検出し､制御の最初の指令を発するものをA.C.C.

では一般に主 整器と称している｡この主調整掛こより

制御される部分としてはボイラ用の

ある∴.

｢l二) 料の供給量の制御には排

では次の三要素で

機又はフィダー電

動機の速度

(二2二)生気量調整にほ空気入口ダンパの開度又は押込

楼の回転数又は入口べ-ンの閲歴

r3)炉内圧力制御にほ煙道ダンパの開度又ほ盲 引通

風機の回転数又ほ人口べ-ンの開度

ボイラ自身を被制御系と考えると､上記3部分は操作

部に相当するものであり､多くの場合主調整器から商接

掃作されるものは(.1.二)と(2)､或は(二3〕である｡

〔ⅠⅠⅠ〕日立A･C･C･の動作原理

第l図は日立A･C･C･の原理を示す結線囲であり､羊

2図は 整キユーピクルの写真を示す｡

第】図に表すように

毒気

は主

整器=は主 整器､燃料 整器､

整器､炉圧調整器の4つよりなっている∴第3図

整器､第4図ほ燃料調整器､第5図ほ空気

の写真を示す｡以下各調整器に就いて述べる｡

整器

第5図

Fig.5.

空 ノ∈==:･
ラ丸 調 整 器

Air Regulator



日 火 力 発 機 一括 特 集 号 別冊第 4 号

(l)主調整器

主 整器ほ負荷の変動を検出して制御装置全体に対し

て基太的指令を発するものである｡ボイラの負荷の変動

を検出する装置は､機械的のA･C･C･の場合にほ負荷の

変化量を油圧又ほ空気圧に変換するのが普通であるが､

気的丸C.C.の場合には負荷の変化量従って圧力降下

の変化量を 気量に変換する｡その方法は のもので

は､圧力をベロ←ズ又はダイヤフラムに受けてこれと発

条又ほ董錘と平衡させ､圧力変化すれば機械的変位量を

生じるように構成される｡この機械的変位量により､

整抵抗器を動かすもの例えばロ㌧-ルリングを回転させて

抵抗値を変化させ､この抵抗値の変化による電流の変化

により継 器接点を開閉するようにしたもの､或は檀接

機械的変位量により蹟点を開閉するようにしたものであ

る(8)｡日立第一一同試作(6)品は後者の方式であるが､電気

的接点を有するという点では両者共同じである｡第一回

試作品を検討するに 気接点は保守の点で好まL■くない

ことほ勿論であるが､負荷変化に応じた制御母線電圧は

上記接点によって操作電動機を制御して調整抵抗器を加

滅することによって得られるので､操作電動機を

で加速する時間､停止させるための減速時間､

間時動移のム∴ 考えれば

整用ア

整抵抗誤操竹時間の連れ

を生ずることほ或程度ほ止むを得ない｡この操作時聞の

連れの大きいことは制御の安定度上からは好まLくない

(8)｡上記の理由により今回下記のような無接点方式の二

度の高い､しかも時間遅れのない負荷検出方式による

A･C･C.(町を案出し､試作の結果好成績を納めた｡

この無接点熟練型検出部の構造(10)は第占図の写真に

示す如きもので､第7図にその原理を元す｡白金線を折

り曲げたもの2本に

繰の外側には各1枚､

を二つの

流を通じて熱線とする｡2本の

その抑こは2枚の隔壁を設け空間

裸のある部分と中央の空気遠路の三部分に分

剖し､その何れにも空気が自由に通過出来るようになつ

ている｡その中央に空気吹付ノズルを設けてある｡

検圧けべき量(圧力等)が平衡している場合ほノズル

は中央にある｡従って大 分の空気は巾央通路を通り､

僅かの空気が等分に上下の熱線室を通るので､

かに且つ等分に冷却されているので､その

差を生じない｡検出すべき量に不平

気抵抗にほ

を生じると､ノズ

ルほ上又ほ下に変位するので､一方の熟練室の空気の通

過量は増加L､他方は減少する｡従って外部抵抗とブリ

ソヂ接続をしておけば､ブリソヂ回路の平衡が破れて､

ブリッヂの対角点に出力電流が流れる.⊃

第8図に機械的変位量と出力電流の関係を図示する｢.

第9図は 磁石の電流を0.52A より 0･85Aに人為自′くJ

に変化させた場合のブリヅヂの対角線に現われる 流変

第6図 熱 線 部 分 情 造

Fig.6.Cot7Struetion of Heat Wire Type

r)etector

白蕃放 隔壁

l′

空気流

一
-
･
㌧
‖

≦妄_ノノ㌣
_二二三∴=_一■

平衡の場合

第7図

Fjg.7.

上の自富挽の方が下維

-どヲ富根欄湘===コ七三ミミき≒_

二=ゴ〒こ
===一 変位

不平衡の場合

熱 線 型 検 出 部 説 明 図

Simplified Diagram Showing Principle

of Hot Wire Type Detector
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第8図 ノズルの機械的変位とブリ･ソヂ出力電流

との関係

Fig.8.RelationbetweenMechanicalD三splace-

mentandOutputCurrentof
Hot Wire

Bridge
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第9図

Fig.9.

線 型 検 出 部 動 作 オ シ ロ グ ラ ム

Osci1logram Showing Dynamic Characterfstics of

Hot Wire Type Detector

第10図

Fig.10.

制 御 母 線 電 圧 オ シ ロ グ ラ ム

Oscillogram Showing

ControlVoltage Bl】S

化のオシログラムを示す･､1この検出部の出力電流を磁気

増幅器で2段増幅して得られる出力 庄を制御母線 圧

として使flける｡この制御母線には負荷平衡用電磁石が

接続されているので､制御母線 圧が変化すれば､上記

電磁石の吸引力も変化して拝力篭の圧力変化と平衡する

に至る｡第10図のオシログラムは電磁石の吸引力を人為

的に変化させた場合の制御母線 圧の時間変化を示す｡

即ち圧力降下ほ負荷0の自乗に比例し､電磁ポの吸引力

は 圧眉の自乗に比例する故､次の関係が成立する｡

∧■ノご､､/＼■ィノこ:

/･二 人てり

但し 悔=-/亮7瓦~,布,穐,碗は常数

即ち制御母線電圧gほ汽腫の負荷馴こ比例している.ン

この制御母線電圧がA･C･C.の燃料調整の基礎になる｡

(2〕燃料調整器

料調整器は天秤式継電器の-一一穐で､その構造は第l

図に示すように2箇の電磁石を天秤の積粁の両端に作用

させて平衡をうるようになっている｡ つは制

御母線電圧により､他の一つは給炭機パイロット発

電圧により励磁されている∴槙粁の右端に接点があり､

この接点により操作電動機を制御する｡

次にその動作に就いて説明しよう÷_.

Dvnamic Char;1(-teristics of

壬喜周整署フクネット電流

MAl人力電流

MAl出力電圧

MAl出力電流

制御母線電圧
(MA2出が巨圧)

乱調防止電流

笥11囲 フ ラ ッ ノヾ ←一部分僻造
Fig･11･Mechanism of Flapper

燃料調整器の右側の電磁石は制御母線偏圧で励磁され

ているから例えば､負荷が増すと吸引力が増加し継電器

増L･の接点を閉じる｡ るときほ沿炭機 動機の速度が

上昇する方向に操作電動機ほ動く｡給炭機の速度が上昇

すると給炭槻罵封俄に直結されているパイロッ†発電械

の電圧が上昇する..ご この電圧ほ 炭機速度従って燃料供

量ダに比例して上昇する｡従ってこの電圧によって.励

磁されている左側の電磁前の吸引力が増して､右側の竃

磁石の吸引力と平衡するに至れば接点ほ開路し､姶炭機

電動機の速度上昇が停止する｡J



日 立 評 論

ブラカ∇一

火 力 発 電

ー圧縮空気

第12図 調整器接点動作説 明 図

(空気作動式接点)

Fig.12.Operating Principle of Contact

Of Regulator

この状態でほ

範ダ2=脆E2=範〔斤3¢〕ご

∴ ダ=電0

即ち燃料供給量は汽権の負荷に比例していることにな

る｡但し･範,電,範ほ比例の常数である｡

前述の無接点熱線型検出部は燃料 整審､炉圧 整器､

空気調整器にも適用出来るのは勿論であるが､都合によ

り接点式のものを製作した｡今回試作したこれ等調整器

の接点部分は次の如き構造のものである｡即ち第l】図の

如きノズルとフラッパー(軽い小さい板)を用いて機械

的変位量を基気圧に変化せしめ､ベロ←ズ巾に前記空気

圧を流入せしめて接点を開閉せしめるもので､第12図の

如く圧縮空気の絞りを終えて′ズルより放出せしめる｡

フラッパーがノズルに接近すると塞気の放出が妨げられ

るために､ノズル前の圧力が上るノ この圧力を第13図ベ

ロ←ズに導くとベローズが伸び､接点を閉じる.二.フラッ

パーが′ズルよi)離れると圧力ほ下りベローズが毒宿み接

点は開く｡

べローズの力は強力なので､早切装置(11)(12)を用いる

ことが出来るので､火花は殆ど生じない､且つフラッパ

ーが外部振動で多少動いても､ベローズの容積があるた

め接点を開くおそれがない′二

即ち､従来レバーの偏位で直接接点を開閉Lていたも

のを､レバー偏位を一旦空気圧の変化に置換し､空気圧

の変化により接点を開閉せしめることにより､火花発生

の閲歴を解決した｡

(3)炉圧調整器及び空気調整器

前回試作試験の結果を詳細

び空気 堅には梢々乱

査して見ると炉圧調整及

の気味が見られた｡今回試作に

当っては種々検討の結果炉圧 整器及び茎気 整器の換

出部に用いられていた環状天秤型差庄計の時間遅れが大

きいことを知った｡前 のように検出部の時間遅れ(不

動時間)ほ乱調の原因になる_.前回の環状天秤式の炉圧

機 器 特 集 号 別冊第4号

第13図

Fig.13.

調 整 器 接 点 阜 切 機 構

Quick Breal(ing System f(一r

Regulator Contact

環状天秤型

第14図

Fig.14.

沈鐘聖′

項∴秋 夫 杵 型 と 沈 鐘 型

Difference Pressure Meter Ring

Balance Typel(1eft〕and Be11

Type(right)

調整器でほ炉内より調整器までの配管が細かった｡この

配管内の圧力 の過渾現象による時間遅れが生じたも

のと思われる.｡･このことほ理論計算及び実験により確め

たが､前 の還状天秤のものでは第=図(左)に示す如

く､大きい環状管に配管をゴム の可揆物質により連結

されねばならぬ｡配管の径の大きいものでほ曲げるのに

力を要し､これは環状天秤の誤差としてあらわれるので

配管の大きさに制限をうける｡従ってこの構造では時定

数を飛躍的に短縮することは不可能である｡これらの欠

点を除くために第1咽〔石〕に示す如く配管を固定し得る

構造の沈鐘型差圧計を採用して､圧力伝達の時間おくれ

を環状天秤式の場合10se〔であったのを約1sec位に

宝豆縮することが出来た｡

沈鐘型室気 整器の構造ほ 磁石の吸引力と炉内の2

点よりの差庄による回転力とを平衡させる天秤式継電器

である｡その動作は制御母線電圧の上昇によって電磁石
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の吸引力を増加して接点を開閉して､べ-ンの開度或ほ

押込通風機の速度をかえて通風量を増加させる.-､

空気量が増加すれば炉内二点の差圧が増加し､容気調

整器の差圧計機構の回転力が増して､電磁石の吸引力と

平衡するに至って接点が閉路して制御を停止する｡

炉内の二点間の差圧は室気量Aの自乗に比例し､電磁

右の吸引力ほ制御母線電圧従って汽腫負

例するから

A=烏7()

の関係が成立する｡即ち空気量は汽擢負

炉圧調整器の構造ほ空気

0の自乗に比

に比例する.)

整器の構造と全く同様で､

炉内の圧力を1箇所より導き､これと大気圧との差圧を

葺錘と平衡させる天秤式継 器である｡

その動作は炉内圧力に変化が起った場合忙は､差圧回

転力によって接点が開閉されて､操作電動機が制御され

る｡これにより 引通風機ダンパの開度或は速度制御を

行って通風量を変化させる.炉内圧力が規定圧力に恢復

すれば接点は閉路して操作電動機ほ停止して調整動作ほ

停止する｣.

(1)乱調防止

天秤接点型継電器を使用の場合は次の乱 防止方法を

恥､ている(〕即ち第】5図に示すように平衡の度合によつ

て上下の位置の変化する検Hレバーと､･一方小型同期電

動機により駆動されるカムにより絶えず上下に動いてい

る動揺レバーとの組合せで､検出レバーの傾きの度合に

より通電量が変化する構造になっている｡即ち上下接点

の間隙は平衡している時は動揺レバーが上下動しても接

点を閉じないように遥遠してある｡平衡が破れて検出レ

′㍉-が傾けi･£､カムの回転[恒こ接点を閉じる時間が出来

るようになり､従って接点を通じて電流が図の如く流れ

るようになる∴不平衡が大きい杜撰点を閉じる時間が

くなり､或る限度を越せば連続して電流が流れるように

なる｡従ってこの電流により駆動される操作 l･

衡状態では回転せず､不平衡状態では不平衡の度合に応

じて回転して

であれは

整を行うr.換言すれば不平衡の度合が大

整速度が早く､不平衡の度合が小であれば即

ち目的値に近ずけば 整速度が小となり､過賽整をする

ことなく制御が行われる｡この方式によって

Lかも混乱のない安定な制御が得られるしJ

(5)負荷調整及び燃料空気比率調整

(A)負荷調整

かにして

複数蔚の汽擢を並列運転する場合､その中特定のもの

ほ全負荷運 をし他のものは部分負荷で運転し､負荷の

変動分ほ後者のみで負担する運転方式､又は複数箇の汽

催が各一定の比 で負荷を分担して運転することが必要

な場合には次のように 整する一即ち複数簡の汽能の蒸

併 制 御 装 置

穣出レノて- 揺曳

1

ヰ衝

不幸斬小向 日 払 8

､;て･n∴u二工㍉--∴
不牢衝大

第15図 乱調 防止装置

Fig.15.Antihuntirlg Device

四

震
皆

∪ l

田

f

第16図

Fig.16.

!･･∴-1

電盈

バ←ニヤ型電動制御器説明図

Schematic Connection Diagram of

Vernier Type Multinotch Motor

Operated Controller

気を例えばスチームヘッダに纏めて使用する場合にほこ

れ等汽姓に共通に主

母線

整器を1箇設けてこれにより制御

圧を負荷に比例せしめる｡各汽植の燃料及び客気

調整器の電磁石は第1図に示すように調整抵抗器を通じ

て励磁される｡この 整抵抗箸別こより各汽確の負荷の比

率を変更出来る｡一定負荷で運転を要する場合には

電磁石は一定 源で励磁すればよい-

(B〕燃料空気比

燃料及び基気の比率はそれぞれの調整器に附属してい

整抵抗器を操作することによiフ調整することがH来

る｡

(古)バーニヤ式電動制御器り3)～り5)

A.C.C.に放て通風機､給炭機､電動機 は連座制御

範囲が広く又微細に調整する必要のあるものはその制御

ノッチ数が一般のものに比較して著しく多い｡例えば誘

引通風機用 動機二次抵抗制御用のものでほ【一般の

ものは15段位が普通であるのに､A･C.C.用のものは

40～50段位が要求される｡これに加うるに遠方操作又は

け動制御機構の一部として使用されるために､電動操作

のものが要求される∪従ってこれ等制御ノッチ数の多い

ものは高さ 2m以上の大型になるのが普通である｡こ

れに対L-てバーニヤ式電動制御器第l占図を開発した｡
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第17図 バーニヤ型電動制御器内部

Fig･17･Inside View of the New Type

Multinotch Controller

新型 旧 型

第18図 従来型 と 新型寸法比戟 図

Fig.18.New Type Controller of Reduced

Sizein Comparison with Old Type

し､ β しJ

Al B2 A2

C2電源

Cl電混

第19図 可飽和リアクトルによる誘噂電動機の

正逆転制勧

Fig･19･ReversingControlofInductionMotor

Using Saturable Reactor

2 0す

PM

包

第20図

Fig.20.

気 量 図 表

Chart f)iagram of Steam Flow

Obtained by Using Hitachi

A.C.C.

3 4
~~■＼

2 5

1
6

†ヰ

第21国 葬 気 圧 力 図 表

Fig.21.Chart Diagram of Steam Pressure

Obtained by Using HitachiA.C.C.
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これは粗調整用と精密調整用の二つの部分よりなり､精

密 整用を操り返L使用する.〕これにより調整段数を多

くすることが出来るご

この方式によるときは接触了の数が Lく少くなり制

御器の形態を小形にすることが可能である 二りでなく､

接点の数が少い上に､並列抵抗の小電流を開閉するので

援点の傷みも少く保守が極めて容易になる利点がある｡

第17図はその構造を示す写真である∴第柑図に従来型

と新型の寸法の比較を示す｡高さに於て約70%に減少

することが出 た`〕

(7)操作電動機制御方式(1い

動制御器を用うる場合又はダンパ開閉制御を行う場

合操作電動機は頻繁なる起動停止を繰り返す｡特に自動

制御を行う場合はその頻度が高い｡従って操作電動機回

路の開閉器ほ全負荷 流の数倍のj 動電流を頻繁に開閉

せねばならぬので､その接点の傷みが問題になって来る｡

従って首動制御の場合には接点の少い方式､更に進んで

は無接点方式が希

交流語形誘導

を要せぬので操作

される訳である｡

動機は構造簡単堅牢で､保守にも手数

動機として広く使用される｡この交

直流劾磁の

.二.第19囲に

流篭形誘導電動機の正転逆転の方式として､

可飽和リアク†/レを用いる方法が開発された

示す如く正転r冒､逆転用リアクト

ルAlβ1,Aヱβ2各2箇を誘導電動

機に接続して､直流勅磁を変化す

れば交流インダクタンスが変化す

るっ 例えばAl月1を直流電源Cl

より励磁すればAlβ1のインピー

ダンスは減少して交流

相に

源α,わ,C

動機は接続され正転す

る∴掛こ4應の直流側をC2電

源より励磁すれば逆転する｡

〔ⅠⅤ〕試験及びその結果

試作LたA･C･C.を下記のボイ

ラに耳更付けて試験したど

(二1)ボ イ ラ

蒸発量 7,5001瑠/hr

(最大10,000】(g/hr〕

蒸気圧力 20kg/cm2

温度350〔C

日立ヤロ→一式……微粉

(2) 択機 2,0001瑠/br

2.51(W,D.C.M.レ

オナード調整忙より

225～750r.p.m.に

速度制御する｡

〔3〕微粉炭機 2,0001{g/hr,6飢くW,3≠IM,3,000V,

50⊂b,720r.p.ロユ.

〔4:)排炭機 600mm W･C･,40kW,3声IM,3,000

V,50･→

(5二) 引通風機10,000m:i/min,10,000mm W.C.

50kW,3,000V,720r.p.m.

(6)押込通風機 27Qm3/min,50mm W.C.,20HP,

200V,50亡b,950r.p.m.

ボイラの過澱猷特性例えば蒸気流量を急に変化さした

場合の蒸気圧力の変化又は燃料供給量を急に変化さした

場合の蒸気圧力の時間的変化等ボイラ甘動制御の理論的

算に必要な興味ある資料を得ることが出来た｡又A.C.

C･の制御系の各部についてもオシログラムにより種々の

資料も得られた｡~蒸気流量を得々の値に変化させた場合

に蒸気圧力の時間的変化を記 計により記録した｡これ

ら試験結果の一例を第20図及び第21図に示す｡第20図は

蒸気流量を6･Ot/hrより種々の値に急激に変化させた記

録を示し､第2】図は上記の流量変化に対する蒸気圧力(汽

胴)の変化を示す記録である｡即ち変化の最大の場合即

ち5･8t/hrより急激に7･9t/brまで2･1t/hrを変化さ

した場合も蒸気圧力変化の最大値は0･21くg./cm2の範囲

に納まっていることを示す｡

第22図 某 外 国 製 A.C.C. の 誌

Fig.22.Chart Diagram of Steam Flow

気 流 量 変 化

Using some Fore王gn A.C.C.
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比較のため第22囲及び第23図に

最近外国製某社の機械的A･C･C･

の実測記録を併掲して参考に供す

る｡この場合ほ矢印で示す部分で

蒸気流量75t/hrより145t/hrま

で急激に変化を与えた場合に蒸気

圧力の変化の最大値は約21【g/

Cm2である､-_ これは設定圧力値60

1くg/cm2に対して約3.4%に当る〔一

日立試作A･C･C･の場合は設定.圧

力値は20kg/cmヨであるから0･2

kg/cm2の変化ほ1%の圧力変化

に納まっていることを京L極めて

優秀であることが判る.

〔Ⅴ〕結 自

以上試作せる日立A･C･C･に歳

いて概要を ベたが､第1国試作

品に就いて十分なる倹討を行い種

々の改良を加えた結果､次の如き

種々の特長を有するA･C･C･を得

ることが出来た｡

(1)接点を極力少くLてある

ので保守が容易である｡

ぐ二2〕無接点式検出部を採欄し

性が高い

火 力 発 電 機 器 特 集 号･ 別冊第 4 号
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第23図

Fig.23.

(二3｢)磁気増幅器を川し､て感度を高くし､胤雄三も早

してある｡

(4)風量､風圧の検出部は速応度が高くなっている･=ノ

(5)バーニヤ式制御掛こより器具を小さくし､且つ

接点を少くして保守を容易ならしノめてある:

〔6〕操作 動機制御は直流励磁可飽和リアクトルに

より行い接点の保守を容易にした｡

試験結果は蒸気流量5･8t/brより7･9t/brに急激に

変化させた場合蒸気圧力の変化ほ0･2lくg/cm2で極めて

優秀な結果を得るこ

燃料調整器､空気

出がと た｡

整器､炉圧 整器も無接点式に目

下改造中で､この改造が完成すれば更に優秀なる結果が

得られるものと確信する次第である｡

本研究は日立製作所日立工場松野工場長､守田部長､

多賀工場木内部長の絶えざる御鞭撞により､日立研究所

今尾課長､三代 長､内藤副部長をはじめ小玉､金子､

吉岡､三代､伊藤のA.C･C.会の諸士そ 係関他の

大なる御援助と御努力に負うもので厚く謝意

第である｡

絶

次

の

る

某外国製A.C.C.の 蒸気Jセ カ 変 化

ChartI)iagram of Steaml〕refSure Using

Some Foreign A.C.C.
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